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Ｎｅｘｔ教科書シリーズ 

近藤健史編『日本古典文学』［初版］：正誤表 

 

◎誠に恐縮ですが、初版に誤りがございました。お詫びして訂正させていただきます。 

 

頁・行 誤 正 

11頁下段 13～15行目 ヒコホホデノミコトと名付けら

れた。やがてトヨタマビメの妹の

タマヨリビメと結婚して、アマツ

ヒコヒコナギサタケウガヤフキ

アヘズが生れた。 

ウガヤフキアへズと名付けられ、

トヨタマビメの妹のタマヨリビメ

に育ててもらうことになった。 

11頁下段 16～18行目 叔母のタマヨリビメと結婚、イツ

セ、イナセヒ、ミケヌ、ワカミケ

ヌの四柱の誕生を語る。 

叔母で育ての親タマヨリビメと結

婚、イツセ、イナヒ、ミケヌ、ワ

カミケヌの四柱の誕生を語る。 

12頁上段 3行目 天武天皇 神武天皇 

12頁上段 7～8行目 ホオリノミコト ホヲリノミコト 

 

注）わかりにくいので系図的に示すと、ニニギとコノハナサクヤビメの子がホヲリ。そのホヲリと海の

神の娘トヨタマビメの子がウガヤフキアへズ。そのウガヤフキアへズが成長して、トヨタマビメの

妹（叔母）で育ての親であるタマヨリビメ（海の神の娘）と結婚。その子が、イツセ、イナヒ、ミ

ケヌ、ワカミケヌ（のちカムヤマトイワレビコ）です。 


